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主な内容

4.25
2014 年 No.811

『 今日からぼくたち 1 年生
自分のことは自分でやります！ 』

4 月 7 日（月）むつ市立大湊小学校入学式

　大湊小学校では、27 名のピカピカの１年生が入学式を迎えました。式では、校長先

生から、小学生になったので三つの約束として「じぶんのことはじぶんでしましょう」

「あかるくげんきなあいさつをしましょう」「こうつうじこにあわないようにきをつけ

ましょう」とお話がありました。

◇ 図書館からのお知らせ … 10 p 〜 11 p
◇ 議会だより（第219回定例会） … 12 p 〜 17 p
◇ お元気ですか！保健コーナー ほか … 18 p 〜 19 p
◇ むつ市情報ポケット ほか … 20 p 〜 24 p
◇ ある日、どこかで・・・ ほか … 25 p 〜 26 p
◇ アゲハチョウの夜景日本観光ポスターコンクール入賞 … 26 p

◇ 市内各地で桜まつり開催 … 2 p
◇ 陸奥湾内航路情報！ ほか … 3 p
◇ 市下北自然の家 今年度も各種イベント開催！ ほか … 4 p
◇ 【連載】実現しよう！「つながるまち」シリーズ① … 5 p
◇ 「むつ市融資制度」をご活用ください ほか … 6 p 〜  7 p
◇ 暮らしに役立つ税情報 ほか … 8 p 〜  9 p
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陸奥湾内航路情報！

○「むつ湾フェリーかもしか」
　　4月 21 日から脇野沢〜蟹田航路の「むつ湾フェリー

かもしか」の航行を再開しています。

　 ■レンタカーキャンペーン実施中

レンタカーでのフェリー利用について、自動車航送運

賃（運転者1名分運賃含む）を割引しています。（5/1

〜 6、8/1〜 20を除く、先着500台）

　　◇対象事業者

ＪＲ駅レンタカー、トヨタレンタリース、ニッポンレン

タカー、オリックスレンタカー、タイムズカーレンタ

ル、日産レンタカー等

　　◇運賃

　 ■ 6/30 まで「イルカいないかキャンペーン」実施中

　　 乗船中にイルカが見られたら記念品プレゼント ! 

　〈問合せ先〉
　　むつ湾フェリー （株）   脇野沢営業所

　　(44-3371　:http://www.mutsuwan-ferry.jp/

○「高速旅客船ポーラスター」
　佐井〜脇野沢〜青森を結ぶ「高速旅客船ポーラスター」

は5月1日から9月 30日の期間、夏期ダイヤによる運

行となります。

　〈問合せ先〉シィライン（株）

　　(017-722-4545　:http://www.sii-line.co.jp/

　公共交通は、地域のみなさまのご利用

により支えられています。公共交通が「地

域の足」として今後も維持されるよう、ご

利用をお願いします。

〈問合せ先〉
市企画調整課企画担当

( 22-1111内線 2312

〈申込先〉
むつ湾内航路活性化推進会議（青森県交通政策課内）

( 017-734-9152
 　〈問合せ先〉

市企画調整課企画担当( 22-1111内線 2312

〈期　間〉　平成27年 3月 31日まで

〈対　象〉　小学校、中学校、子ども会などの団体

〈どんな〉

 ・「ポーラスター」「かもしか」の旅客運賃の2分の1

を助成（片道・往復ともに可）

 ・「かもしか」のバスの航送運賃の2分の1を助成（片

道・往復ともに可）

「高速旅客船ポーラスター」・「むつ湾フェリーかもしか」

陸奥湾クルーズを楽しんで！ 小・中学生の団体へ助成 !

　むつ湾内航路活性化推進会議（青森県交通政策課内）で

は、子ども達の乗船体験を通じて、本県にとって大切な

むつ湾内航路への理解を深めてもらうため、佐井〜脇野

沢〜青森を結ぶ「高速旅客船ポーラスター」、脇野沢〜蟹

田を結ぶ「むつ湾フェリーかもしか」の運賃の半額を助成

しています。

　小・中学校、子ども会等の遠足や体験学習にぜひご利

用ください。

脇野沢発 蟹田着 蟹田発 脇野沢着
10:50 11:50   9:20 10:20
15:30 16:30 14:00 15:00

クラス 割引運賃 (カッコ内正規料金 )

3ｍ〜 4ｍ未満 6,300円（7,880円）
4ｍ〜5ｍ未満 7,840円（9,810円）

佐井発 脇野沢発 青森着
7:00 8:30 9:30
12:30 14:00 15:00

青森発 脇野沢発 佐井着
9:40 10:40 12:05
15:10 16:20 17:40

脇野沢桜まつり
〈い　つ〉 4月 26日（土）～5月 8日（木）

〈どこで〉 愛宕山公園

〈どんな〉5月 6日（火）脇野沢中学校吹奏楽部演奏他

　　　　※雨天時は脇野沢地域交流センターで開催

〈詳しくは〉 川内町観光協会(42-2301

かわうち桜まつり
〈い　つ〉 5月 3日（土）～5月6日（火）

〈どこで〉 川内庁舎隣接園地

〈どんな〉5月 3日（土）カラオケ大会他イベント開催

　　　　ご来場のお子さまにはプレゼントがあります！

　　　　※雨天時は川内公民館で開催

〈詳しくは〉 川内町観光協会(42-2301

むつ桜まつり
〈い　つ〉 4 月 29日（火）～5月6日（火）

〈どこで〉 水源池公園および早掛沼公園

「水源池公園アーチ式ダム」ライトアップ今年も実施！

　　期間中の午後7時～9時に実施

〈詳しくは〉 （公社）むつ市観光協会( 23-1311

 来さまい・大畑桜ロード
さくらまつり

〈い　つ〉 5月 3日（土）午前11時～

〈どこで〉 大畑中央公園（今年よりイベント会場変更）

〈どんな〉

・海峡サーモンの炊込みご飯を使ったのり巻き16メート

ルに挑戦

・舞台発表「大畑中吹奏楽部・OWO演奏会」 ほか

・販売コーナーにおいてイカ焼きほか各種販売

※天候等により内容が変更となる場合があります。

〈詳しくは〉 大畑町観光協会(34-3500

市内各地で桜まつり開催

2014 ミスおしまこ募集中！
〈参加資格〉

・市内または下北郡在住の満

18歳～満 28歳の未婚女性

　※高校生を除く

・選出された場合、下記協

会が行う年間行事に参加できる方

※桜まつり、大湊ネブタ、おしまこ流し踊り、その他

観光PRイベント等

〈応募方法〉

むつ来さまい館などに備え付けの応募用紙に必要事項を

記入し、全身写真Ｌ判、顔写真Ｌ判各1枚を添付のうえ、

持参または郵送してください。

〈応募締切〉 5月10日（土）必着

〈募集人数・賞金〉 3 名・10万円（本人）、3万円（推薦者）

　　　　〈むつ桜まつりおよび
　　　　　ミスおしまこ募集について詳しくは〉

〒 035-0031 むつ市柳町 1-10-25

（公社）むつ市観光協会( 23-1311

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号
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　市下北自然の家では、ボランティア活動の一環として主催事業をサポートをして頂ける『応援隊員』を募集しています。高

校生・大学生・社会人などどなたでも大歓迎です。いろいろな人との“出会い”や自分自身の“新しい発見”もあるはず！ “や

る気”と“熱意”のある方は、市下北自然の家の「応援隊員」に挑戦してみませんか？

市下北自然の家 『応援隊員』大募集！

〈どんな〉 海の活動、野外キャンプ、山の活動の安全サポートなど

〈登録方法〉 市下北自然の家までお電話にてお申し込みください。

　市下北自然の家では、今年度も魅力あふれるイベントを予定し

ています。また、主催事業では自然の家の送迎バスを利用できま

す。ご家族、ご近所、ご友人などをお誘いあわせのうえどうぞご

参加ください。みなさまのお越しをお待ちしています。

　主催事業への申込方法や、バス利用などの詳しい内容は、おお

むね1か月前にポスター・チラシやホームページでお知らせいた

しますのでご確認ください。

市下北自然の家　今年度も各種イベント開催！

◆春の主催事業

事　業　名 い　つ 対　象 定　員 参加費

大人のフィールドウォッチングﾞ
「春もみじ」

5月15日（木）9:00〜 13:00 成人の方 先着10名 500円

黒森山登山① 5月17日（土）9:00〜 13:20 成人の方 先着20名 500円

レクリエーションミーティング
〜新緑編〜

5月18日（日）9:00〜 14:10 どなたでも可 先着40名
小学生以上600円、幼児450円
3歳未満無料

◆今後の予定

事　業　名 い　つ 対　象 定　員

レクリエーションミーティング〜盛夏編〜 7月20日（日） どなたでも可 先着40名

わんぱくジュニア・パワーアップ作戦PartⅠ〜夏〜 7月 30日（水）〜8月2日（土）小3〜中3 先着 30名

下北自然の家「昆虫クラブ」 8月16日（土）〜17日（日） 小3〜中3 先着 20名

家族で野外クッキング 8月24日（日） 家族の方 先着10家族

レクリエーションミーティング〜初秋編〜 9月28日（日） どなたでも可 先着40名

家族でキャンピング 10月 4日（土）〜5日（日） 家族の方 先着10家族

家族でハイキング 10月13日（月） 家族の方 先着10家族

黒森山登山② 10月 25日（土） 成人の方 先着20名

ツリーイング体験 11月 9日（日） 小・中学生 先着20名

伝統体験　「としな作り」 12月14日（日） 家族の方 先着10家族

わんぱくジュニア・パワーアップ作戦PartⅡ〜冬〜 1月10日（土）〜11日（日） 小3〜中3 先着 30名

伝統体験　「べこもち作り」 2月15日（日） 家族の方 先着10家族

レクリエーションミーティング〜厳冬編〜 2月22日（日） どなたでも可 先着100名

※その他、成人を対象にした「大人のフィールドウォッチング」も予定しています。

①

〈問合せ先〉

市市民連携広報課　 22-1111 内線 2152

　これまで、「進めよう市民協働参画シリーズ」と題して、市民協働参画のまちづくり情報をお
届けしてきましたが、今回から【実現しよう！「つながるまち」】シリーズがスタートします。　
　市では、第１次市民協働まちづくり会議で策定した「市民協働指針」に基づき、４つの協働の
まちの土台と位置づけられる「つながるまち」を実現するため、今年度から２か年にわたり「つ
ながるまち推進事業」を実施していきます。今年度は次の事業を実施しますので、その概要をお
知らせします。

　「希望のまちづくり補助金（平成26年度分の

募集は終了しました。）」や、「市民政策提

案」など、引き続き実施します。

とき：5月10日（土）午後１時から　ところ：市立図書館あすなろホール

補助金の交付を受けた団体が事業実績を報告します。どなたでもご参観できますので、ぜひご来場ください。

　第2次市民協働まちづくり会議では、「市民

協働指針」において、「多様な主体がつながる

ことができ、各種情報交換が行え、気軽に立ち

寄れる拠点が必要」と提示された「（仮称）ま

ちづくりプラットホーム」の検討と、試験的な

運営に取り組む予定です。また、上記の取組の

ほか、新たにアドバイザーに就任したstudio-L

の醍醐孝典氏のアドバイスのもと、各種実践活

動に取り組む予定です。

　各種団体が活動しやすい環境を整備し、協働

の担い手として意識を高めていただくことを目

的に、次の2つの講演会を開催します。

◆「つながるまち」講演会その１
　各種団体が自主財源を確保し、安定的に活動

していくための1つ手法である、「ファンドレイ

ジング（様々な手法を用いて寄附金を集めるこ

と）」の普及・活用を目的に、日本ファンドレイ

ジング協会から講師をお招きし、講演会を開催

します。

◆「つながるまち」講演会その２
　自治会加入率100％、孤独死ゼロ、また自治

会葬まで手がけている、東京都立川市大山自治

会の佐藤良子会長を講師にお招きし、講演会を

開催します。

　１、２の講演会は、NPOや町内会等の各種団

体のほか、広く市民のみなさまも対象としま

す。日時・場所等が決まりましたら、改めてお知

らせします。

　市民のみなさまが、公益的な活動を行うNPO

法人への寄附をとおして、まちづくりに参加しや

すい環境を整備するために、「むつ市指定NPO

法人制度」の実施に向けた検討を行います。

　この制度は、市が条例で指定したNPO法人へ

市民のみなさまが寄附した場合、申告を行うこと

で、個人住民税の税額から一定の額が控除され

るものです。

　「ご近所知恵だし会議」は、より効果的に地

域の課題解決へ取り組むため、青森中央学院大

学専任講師佐藤淳氏や同大学の学生のご協力を

得て、今年度は４回程度開催する予定です。

ながるまち推進事業」を実施していきます。今年度は次の事業を実施しますので、その概要をお

　「希望のまちづくり補助金（平成26年度分の

募集は終了しました。）」や、「市民政策提

　第2次市民協働まちづくり会議では、「市民

協働指針」において、「多様な主体がつながる

ことができ、各種情報交換が行え、気軽に立ち

寄れる拠点が必要」と提示された「（仮称）ま

ちづくりプラットホーム」の検討と、試験的な

運営に取り組む予定です。また、上記の取組の

ほか、新たにアドバイザーに就任したstudio-L

の醍醐孝典氏のアドバイスのもと、各種実践活の醍醐孝典氏のアドバイスのもと、各種実践活

　各種団体が活動しやすい環境を整備し、協働

の担い手として意識を高めていただくことを目

的に、次の2つの講演会を開催します。

◆「つながるまち」講演会その１
　各種団体が自主財源を確保し、安定的に活動

していくための1つ手法である、「ファンドレイ

ジング（様々な手法を用いて寄附金を集めるこ

と）」の普及・活用を目的に、日本ファンドレイ

ジング協会から講師をお招きし、講演会を開催

します。

◆「つながるまち」講演会その２
　自治会加入率100％、孤独死ゼロ、また自治

会葬まで手がけている、東京都立川市大山自治

会の佐藤良子会長を講師にお招きし、講演会を

開催します。

　１、２の講演会は、NPOや町内会等の各種団

体のほか、広く市民のみなさまも対象としま

す。日時・場所等が決まりましたら、改めてお知

らせします。

　市民のみなさまが、公益的な活動を行うNPO

法人への寄附をとおして、まちづくりに参加しや

すい環境を整備するために、「むつ市指定NPO

法人制度」の実施に向けた検討を行います。

　この制度は、市が条例で指定したNPO法人へ

市民のみなさまが寄附した場合、申告を行うこと

で、個人住民税の税額から一定の額が控除され

るものです。

　「ご近所知恵だし会議」は、より効果的に地

域の課題解決へ取り組むため、青森中央学院大

学専任講師佐藤淳氏や同大学の学生のご協力を

アドバイザー　studio-L　醍醐 孝典 氏

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号

〈問合せ・申込み先〉市下北自然の家 指定管理者（一財）むつ市教育振興会
 (34-6151 : http://kyoushin.org/ shizennoie@kyoushin.org

☆登録された「応援隊員」の活動に関わる傷害保

険は当施設で加入します。活動日や時間など

詳細については登録後にご連絡します。

(
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小口資金 事業活性化資金 小口零細特別保証制度

保証（貸付）金額 1,250万円以内 2,000万円以内 1,250万円以内

保証期間 7年以内 10年以内 7年以内

貸付利率 年率3.3％以内（固定金利）

保証料 事業者の財務状況などによって算出します

保証料負担 市が全額負担
保証期間が2年以内の場合は市
が全額を負担
2年超の場合は市が50％を負担

市が全額負担

受付金融機関 青森銀行、みちのく銀行、青い森信用金庫、青森県信用組合

 〈詳しくは〉
市商工観光課商工労政担当( 22-1111内線 2643
青森県信用保証協会むつ支所(22-1204

中小企業のみなさま

「むつ市融資制度」をご活用ください
　市では、青森県信用保証協会と連携し、中小企業者の方々が必要な融資を円滑に受けられるよう特別保証制度を実

施していますので、事業の発展・安定化のため、ぜひご活用ください。

計量器（はかり）定期検査実施
川内・大畑・脇野沢地区が対象

い　つ ど　こ　で

5月
26日（月）

14:00〜 15:00 脇野沢地域交流センター

27日（火）  9:30〜12:00 脇野沢地域交流センター

28日（水）

  9:30〜10:00 宿野部地区公民館

14:00〜 14:30 袰川地区公民館

15:00〜 15:30 戸沢地区公民館

29日（木）  9:30〜12:00 川内庁舎前

6月
2日（月）

13:30〜 14:00 正津川地区公民館

14:30〜 15:00 木野部地区公民館

3日（火）
  9:30〜12:00
13:00〜 15:00

大畑庁舎車庫

4日（水）  9:30〜10:30 大畑加工冷蔵協同組合事務所前

〈問合せ先〉
  市商工観光課商工労政担当 (22-1111内線 2643
  川内庁舎産業建設課　　　 (42-2111
  大畑庁舎産業建設課　　　(34-2111
  脇野沢庁舎産業建設課　   (44-2111

・この検査は、商取引に使用するはかりが対象です。
・この検査を受けずに使ったり、また、不合格器物を使っ

ていると法律により罰せられます。
・検査対象者と思われる方には、別途お知らせのはがき

を郵送します。

創業を支援します！（保証料を補助）

　県では、創業や商品開発といった前向きな事業活動に資金が必要な方のために、『青森県未来を変える挑戦資金特別

保証融資制度』を実施しています。この制度を利用する方のうち、新たに事業を開始する方に対して、市と県では、信

用保証料の補助を行います。

 〈詳しくは〉
市商工観光課商工労政担当( 22-1111内線 2643
青森県商工政策課商工金融グループ(017-734-9368

〈どんな〉1,000 万円以内（融資期間7年以内）の融資を受ける場合、信用保証料全額を補助

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号

　市では、循環型社会形成のため、衣類のリユース・リサイクルを目的に試験的に衣類な

どの回収をはじめます。

　現在、衣類はもえるごみとして回収し処分していますが、その中にはまだまだ着られる

ものが多く含まれています。もったいないと感じたことはありませんか？

　3 Ｒ運動（リデュース・リユース・リサイクル）の観点から衣類も資源ととらえ、取り組

んでいかなければなりません。

　回収されたものは、業者を通じリユース・リサイクルされます。

〈詳しくは〉
市環境政策課廃棄物対策担当

( 22-1111内線2464

衣類などの回収をはじめます！
分ければ資源、混ぜればごみ

〈いつ〉5月 1日以降の平日　午前8時 30分〜午後5時 15分

〈どこで〉市役所本庁舎開放エリア（ＡＴＭ近く）

〈出し方〉

衣類は、折りたたんで透明または半透明な袋に入れる。

靴、かばん、帽子は、それぞれ別な袋に入れ、口はしばる。

靴、手袋など左右あるものは、紐でしばるなどして、バラバラになら

ないようにする。

回収できるもの 回収しないもの

・フリース・セーター・Ｔシャツ・スーツ・ジーンズ・革衣類

・スカーフ・甚平・ジャケット・ドレス・パジャマ・オーバーコート

・手袋・マフラー・ウインドブレーカー・スエットパンツ

・ダウンジャケット・防寒着・着物・帯・ハンカチ・ニットキャップ

・スポーツウエア・ショートパンツ・ネクタイ・浴衣・水着

・靴類（長靴・ブーツを除く）・ベルト・バッグ類・ぬいぐるみ など

・洗濯していないもの 

・汚れ、臭いがついているもの

・濡れているもの・破れているもの・布団

・枕・マットレス・クッション・カーテン

・カーペット・長靴・ブーツ など

カラスの威
いかく

嚇・攻撃に注意！
巣を避ける、背中を向けないなどの対策を

　毎年 5月から7月頃までにかけて、カラスに威嚇されたり、襲われたりしたという

苦情が多く寄せられます。これは繁殖期にヒナを守ろうとするカラスの防衛行動によ

るものです。カラスを近くで見かけた場合には、次の点に注意しましょう。

〈詳しくは〉
市環境政策課環境衛生担当

( 22-1111内線 2453

　カラスは、人が巣に近づくと警戒し、

 ・鳴きながら頭上を飛び回る

 ・近くの木や電線に止まり、「ガーッ、ガーッ」と濁った

声で鳴く

 ・留まっている木の枝や電線をつつき、木の枝や葉を落

とす

などといった威嚇行動をとり、それでも立ち去らない場

合には、人のうしろ側から脚で蹴ったり、くちばしでつ

ついたりといった攻撃をしてきます。

　対策としては、巣を避けて通るなどカラスを刺激しな

いことが一番ですが、どうしても通らなければならない

場合には、

 ・カラスに背中を向けないように歩く

 ・帽子や傘により頭を守る

などの対策をとりましょう。
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介護保険のサービス利用は市へ認定申請を

　訪問介護や通所介護などの介護保険サービスを利用するには、市に申請して介護が必要であると認定されることが必要

です。認定の申請を行うと、調査・審査を経てどれくらいの介護が必要な状態であるか（要介護度）が決まります。

○相談先

地域包括支援センター、在宅介護支援センター

居宅介護支援事業所

○相談・申請先

市介護福祉課、各庁舎市民福祉課

○申請に必要なもの

介護保険被保険者証（65歳以上の方）

（40歳以上65歳未満の方は医療保険被保険者証）

申請される方の印鑑

次回は「公平に制度を支える介護保険料」です。（毎月下旬号に掲載します）

介 護 保 険 情 報
知って
安心！

NO.2　介護が必要になったら・・・

〈問合せ先〉
市介護福祉課介護認定担当( 22-1111内線 2552
市地域包括支援センター( 22-1111内線 2565

○市担当職員による認定調査（訪問）

○主治医へ書類作成依頼

○一次判定（コンピュータ判定）

○二次判定

一次判定結果と認定調査票、医師の意見書をもとにした

下北圏域介護認定審査会による審査・判定

○要支援1・2　   …介護予防サービスが利用可能

○要介護1〜 5　…介護サービスが利用可能

○非該当（自立）

介護保険サービスは利用できませんが、介護予防のため

の教室などに参加できます。

○認定申請できる方

・65歳以上の方

・医療保険に加入している40歳以上 65歳未満の方

で特定疾病により介護が必要な方

※特定疾病は、認知症や脳血管疾患（外傷性を除く）

など16種類あります。

○申請代行やケアプラン作成は、居宅介護支援事業所

等へご相談ください。（費用負担はありません）

○認定調査では、心身の状況などについてご本人およ

びご家族から聞き取りを行います。

○申請時に、市よりお渡しする主治医への書類を受診

時に提出してください。

サービスの利用限度額（月額：円）

要介護度 利用限度額 利用者負担

要支援1
要支援2
要介護1
要介護 2
要介護 3
要介護 4
要介護5

50,030
104,730
166,920
196,160
269,310
308,060
360,650

5,003
10,473
16,692
19,616
26,931
30,806
36,065

相談・認定申請

認定調査・主治医意見書

要介護度の判定

要介護認定結果

介護が必要になった場合や不安がある場合は、

お気軽にご相談ください。

軽自動車税は

コンビニエンスストアで納付できます！

　市では、5月上旬に平成 26年度「軽自動車税納税通知書」を発送し

ます。

　コンビニエンスストアでの納付も可能となり、ますます便利になっ

ています。納付の際は、納付できる場所をご確認いただき、納期限内

の納付をお願いします。

〈納付できる場所〉 

○全国のコンビニエンスストア

※納付書にバーコードが印字されていて、かつ納期限内のものに限ります。

○金融機関

・青森銀行（全店舗）

・みちのく銀行

  　むつ支店・大湊支店・大畑支店

・青い森信用金庫

  　下北営業部・大湊支店・大畑支店

・青森県信用組合

  　むつ営業部・大湊支店・川内支店・  大畑支店・脇野沢出張所

・東北労働金庫むつ支店

・十和田おいらせ農業協同組合むつ支店

・東北6県のゆうちょ銀行および郵便局

○市役所本庁舎および各庁舎

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

〈詳しくは〉市税務課納税管理担当

口座振替や納税貯蓄組合を通じての納付もできますので、

お問い合わせください。

事業主のみなさま 個人住民税特別徴収の一斉実施が始まります！

　個人住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払者）が、

所得税の源泉徴収と同じように従業員（納税義務者）に代

わって、毎月従業員に支払う給与から個人住民税（市町

村民税・県民税）を差し引いて、市町村へ納入していただ

く制度です。

　以前より市政だよりやホームページ、郵便物などでお

知らせしていましたように、下北管内5市町村（むつ市・

大間町・東通村・風間浦村・佐井村）において、平成 26

年度から法定要件に該当するすべての事業所で個人住民

税特別徴収の一斉実施が始まります。

〈詳しくは〉

市税務課市民税担当

: http://www.city.mutsu.lg.jp/

　特別徴収税額決定通知書の送付は5月中旬です。事業

主向けの通知書と、従業員に配付する通知書が同封され

ています。この通知書をもとに、6月の従業員への給与

支払いから特別徴収（天引き）を行なっていただくことと

なります。ご理解とご協力をお願いします。

　なお、詳しい仕組みや届出の様式などは、お問合せい

ただくか、市ホームページ→暮らしのガイド→税金→市

民税→個人住民税の給与特別徴収の全事業所一斉指定実

施についてをご覧ください。
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図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
(28-3500　     28-3400

～今月の新着案内～　※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

しらずしらず

軍隊を誘致せよ

経済学大図鑑

グローバリズムの終焉

「職業訓練」150%トコトン活用術

おばけの作り方教えます

小学1年生の困った ! レスキューブック

数的センスを磨く超速算術

東日本大震災津波詳細地図

ミドリムシ大活躍 !

好きになる睡眠医学

文系のためのエネルギー入門

自分で作る自家発電

使える牛肉レシピ

スマイルデザインカプチーノ

35歳から子育てはじめました !

はじめてでもカンタン離乳食

ひとりで上手に巻けるテーピング

下町ボブスレー

TEDトーク世界最高のプレゼン術

神様のケーキを?ばるまで

日本橋本石町やさぐれ長屋

小さいおじさん

依存愛

怪談を書く怪談

微睡みの海

レナード・ムロディナウ

松 下 孝 昭

ナイアル・キシテイニー

関　　　 曠　 野

日 向 咲 嗣

芳 賀　　 哲

主 婦 の 友 社

涌 井 良 幸

原 口　　 強

石 川 憲 二

内 田　　 直

リチャード・A.ムラー

中 村 昌 広

吉 岡 英 尋

ナガノマサユキ

主 婦 の 友 社

松　尾　みゆき

Sports  Safety  Japan

伴 田　　 薫

ジェレミー・ドノバン

彩 瀬 ま る

宇江佐　真　理

尾 崎 英 子

上　村　あかり

加 門 七 海

熊 谷 達 也

僕と先生

スタンダップダブル !　[2]

首都崩壊

紅花染め秘帳

相も変わらずきりきり舞い

約束の海

山本周五郎長篇小説全集 第 11巻

山本周五郎長篇小説全集 第 12巻

小さな異邦人

レティシア・カーベリーの事件簿

ボブという名のストリート・キャット

竹林はるか遠く

なになになあに?

どんなおべんとう?

おそろいおそろい

まっくらトンネル

乗り物の迷路

くすのきだんちのなつやすみ

ほんとのおおきさ・てがたあしがた図鑑

女の子、はじめます。

なるほどナットク ! 科学のギモン

ずかんいろいろな星

思い出をレスキューせよ !

アイスプラネット

異世界転生騒動記

下北半島野生博物館

坂 木　　 司

小 路 幸 也

高 嶋 哲 夫

平 岩 弓 枝

諸 田 玲 子

山 崎 豊 子

山　本　周五郎

山　本　周五郎

連　城　三紀彦

M.R. ラインハート

ジェームズ・ボーエン

ヨーコ・カワシマ・ワトキンズ

木 坂　　 涼

宮 澤 真 理

武 鹿 悦 子

おかい　み　ほ

香　川　元太郎

武 鹿 悦 子

小 宮 輝 之

北 村 邦 夫

竹 内　　 薫

沼 澤 茂 美

堀 米　　 薫

椎 名　　 誠

高 見 梁 川

石 毛 良 明

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

5月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

    1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　　　　　　は休館日です

「日曜シネマ」上映案内
　大人が楽しめる作品を中心に、毎月第2日曜日に開

催します。図書館でゆっくり日曜の午後をお過ごしく

ださい。お待ちしております。 




















































〈い　つ〉 5月 11日（日）・午後2時〜

〈どこで〉 市立図書館 あすなろホール

〈どんな〉 スタンド・バイ･ミー

（ロブ・ライナー監督、1986年アメリカ）

　移動図書館車「ほほえみ号」は、図書館から離れてい

る地域や学校などへの図書館サービスとして運行して

います。みなさまのご利用をお待ちしています。

　なお、一部巡回できない地域の方は、最寄りの巡回

場所や図書館本館、川内、大畑、脇野沢の各分館をご

利用ください。

※12月は本の返却のための運行で、本の貸し出しは行いま

せんのでご了承ください。12月の返却日程は、巡回場所

ごとにお知らせします。

～ むつ市立図書館からのお知らせ ～

移
　 ブ  ッ  ク   モ   ビ   ル 　

動図書館車の運行について

巡回場所 巡回時間 巡回日

脇 野 沢 小 学 校 12:45〜13:30 5/ 2

5/20

6/ 3

6/17

7/ 1

7/15

7/29

8/12

8/26

9/ 9

9/23

10/ 7

10/21

11/ 4

11/18

火
曜
日
運
行

脇野沢地域交流センター 13:40〜14:10

新城ヶ沢集会所 15:10〜 15:30

川 内 小 学 校 13:00〜 13:45 5/13

5/27

6/10

6/24

7/ 8

7/22

8/ 5

8/19

9/ 2

9/16

9/30  

10/14

10/28

11/11

11/25

火
曜
日
運
行

川 内 庁 舎 13:55〜 14:20

川 内 公 民 館 14:30〜 15:00

関 根 小 学 校 12:50〜 13:30 5/ 7

5/21

6/ 4

6/18

7/ 2

7/16

7/30

8/13

8/27

9/10

9/24  

10/ 8

10/22

11/ 5

11/19

水
曜
日
運
行

海 の 子 保 育 園 13:45〜 14:20

二 枚 橋 小 学 校 15:00〜 15:20

工 房 歩 み 12:10〜 12:40 5/14

5/28

6/11

6/25

7/ 9

7/23

8/ 6

8/20

9/ 3

9/17

10/ 1

10/15

10/29

11/12

11/26

水
曜
日
運
行

第三田名部小学校 13:00〜 13:40

市 中 央 公 民 館 14:00〜 14:40

奥 内 小 学 校 12:55〜 13:40
5/ 8

5/22

6/ 5

6/19

7/ 3

7/17

7/31

8/14

8/28

9/11

9/25

10/ 9

10/23

11/ 6

11/20

木
曜
日
運
行

近 川 集 会 所 13:50〜 14:10

近 川 保 育 園 14:20〜14:40

並 木 保 育 園 15:00〜 15:30

大 畑 小 学 校 12:50〜 13:30 5/15

5/29

6/12

6/26

7/10

  7/24

8/ 7

8/21

9/ 4

9/18

10/ 2

10/16

10/30

11/13

11/27

木
曜
日
運
行

大 畑 公 民 館 13:50〜 14:50

大 畑 小 学 校 15:00〜 15:30

正 津 川 小 学 校 13:00〜 13:45
5/16

5/30

6/13

6/27

7/11

7/25

8/ 8

8/22

9/ 5

9/19

10/ 3

10/17

10/31

11/14

11/28

金
曜
日
運
行こすもす幼稚園 14:20〜 15:00

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号
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むつ市議会だより － 第 219 回定例会 －

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
９
回
定
例
会
が
、
去
る
２
月
25
日
か
ら

３
月
20
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
35
議
案(

う
ち
議
員
提
出
６
件)

・
７
報
告

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
１
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
４
号 

む
つ
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
青
森
県
人
事
委
員
会
の

県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
に

鑑
み
、
４
輪
の
自
動
車
を
使
用
す
る

職
員
の
通
勤
手
当
の
加
算
額
の
上
限

を
、
こ
れ
ま
で
の
３
万
３
千
円
か
ら

４
万
４
千
円
に
改
定
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
改
定
の

対
象
と
な
る
職
員
は
い
る
の
か
、
ま

た
、
臨
時
職
員
も
対
象
に
な
る
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

現
時
点
で
対
象
と
な
る
職
員
は
い
な

い
が
通
勤
手
当
は
臨
時
職
員
に
も
適

用
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
７
号 

む
つ
市
社
会

教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
む

つ
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基
準

を
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備

を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
守
秘
義

務
の
条
項
が
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、

秘
密
に
属
す
る
事
項
を
委
員
会
で
協

議
す
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
委
員
会
の
協
議
は
秘

密
に
属
す
る
内
容
で
は
な
い
が
、
一

部
個
人
名
等
が
出
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
整
備
す

る
べ
き
も
の
と
判
断
し
、
条
項
に
付

け
加
え
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
３
件
、
報
告
１
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
11
号 

む
つ
市
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ

市
営
住
宅
条
例
で
規
定
す
る
入
居
者

資
格
の
中
で
引
用
し
て
い
る
法
律
名

の
変
更
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
ほ
か
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
13
号 

む
つ
市
法
定

外
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

同
様
の
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
今
回
の
落
下
物
は
表
面
の

一
部
が
小
さ
く
剥
が
れ
落
ち
た
も
の

で
あ
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
新
魚
市
場
施
設
整
備
に

向
け
計
画
を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
９
件
、
報
告
１
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
13
日

に
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審

査
し
、
議
案
第
15
号
に
つ
き
ま
し
て

は
、
理
事
者
側
へ
審
査
資
料
の
提
出

を
求
め
、
３
月
17
日
に
再
度
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
議
案
第
６
号
に
つ

き
ま
し
て
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ

か
８
議
案
、
１
報
告
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
、
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

ら
、
本
年
４
月
１
日
の
消
費
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

消
費
税
等
が
含
ま
れ
る
占
用
料
の
額

を
改
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
20
号 

平
成
25
年

度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
減
額
お
よ
び
決
算
見
込
み
に
よ
り

１
億
５
千
５
４
０
万
円
を
減
額
す
る

も
の
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、
13
億
５
千
７
０
０
万
円
と

な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
３
号 

専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
25
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た

も
の
で
、
地
方
卸
売
市
場
大
畑
町
魚

市
場
の
天
井
の
一
部
落
下
に
よ
る
自

動
車
損
傷
事
故
の
損
害
賠
償
金
を
支

払
う
た
め
、
12
万
９
千
円
を
増
額
し

た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
自
動
車
の
屋

根
に
落
下
し
た
た
め
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
今
後
、

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
５
号 

む
つ
市
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る

共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害

保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
施
行
に
伴
い
、
附
属
機
関
の
名
称

を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
６
号 

む
つ
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
の
均

衡
を
図
る
た
め
税
率
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
直
近
の
国

保
加
入
者
数
の
現
状
と
短
期
被
保
険

者
証
お
よ
び
資
格
証
明
書
の
発
行
状

況
の
推
移
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
度
平
均
加
入

世
帯
数
は
１
万
１
千
３
５
２
世
帯
、
平

均
加
入
者
数
は
１
万
９
千
５
８
０
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
26
年
２
月

１
日
現
在
の
短
期
被
保
険
者
証
数
は

１
千
１
０
１
世
帯
で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状

態
で
あ
り
、
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
は
３
０
０
世
帯
を
超
え
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
納
付
交
渉
が
功
を

奏
し
て
現
在
は
１
３
１
世
帯
ま
で
減
っ

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
８
号 

む
つ
市
青
少

年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
む
つ
市
青

少
年
問
題
協
議
会
委
員
の
委
嘱
の
基

準
等
を
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文

整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
９
号 

む
つ
市
保
育

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ
市

立
緑
町
保
育
所
を
平
成
26
年
度
か
ら

社
会
福
祉
法
人
桜
木
会
へ
経
営
移
譲

す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
保
育
所
を
本

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
緑
町
保

育
所
を
民
間
移
譲
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
保
育
所
の
よ
う
に
改
築

す
る
な
ど
の
支
援
は
な
い
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
移

譲
先
法
人
は
平
成
27
年
４
月
開
所
予

定
で
新
た
な
保
育
所
を
建
設
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
新
年
度
予
算
に
そ

の
た
め
の
民
間
保
育
所
施
設
整
備
費

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
移
譲
事
例
に
鑑
み
事
業
主
の

自
己
負
担
分
と
な
る
額
の
２
分
の
１

相
当
額
を
市
独
自
で
補
助
す
る
こ
と

と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議 会 だ よ り

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
５
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
１
号 

む
つ
市
旧

大
湊
水
源
地
水
道
施
設
修
理
専
門
委

員
会
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
に
係

る
保
存
修
理
事
業
の
実
施
に
関
し
必

要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、

附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
修
理
に

至
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
事
業

費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
当
時
の
設
計
図
等
の
資
料

が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
水

道
施
設
内
部
の
調
査
、
設
計
等
に
２

年
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
修

理
工
事
と
な
る
。
内
部
の
調
査
、
設

計
等
の
事
業
費
は
約
１
億
８
千
万
円

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
新
年

度
予
算
に
約
１
億
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、
修
理
工
事
の
事
業
費
は
今
後

の
調
査
を
基
に
積
算
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
重
要
文

化
財
と
し
て
の
価
値
が
分
か
る
よ
う

な
説
明
看
板
等
の
設
置
に
つ
い
て
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号 

む
つ
市
市
民

協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
組
織
機
構
の
見
直
し
に

伴
い
、
当
該
附
属
機
関
の
庶
務
を
処

理
す
る
部
署
の
名
称
を
、
こ
れ
ま
で

の
総
務
政
策
部
市
民
連
携
室
か
ら
総

務
政
策
部
市
民
連
携
広
報
課
に
変
更

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質

疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号 

む
つ
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
事
務
の
移
管
お
よ
び
組

織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
当
該
附

属
機
関
の
庶
務
を
処
理
す
る
部
署
の

名
称
を
、
こ
れ
ま
で
の
総
務
政
策
部

企
画
調
整
課
か
ら
総
務
政
策
部
市
民

連
携
広
報
課
に
変
更
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号
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ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
現
在
勤

務
し
て
い
る
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
正

職
員
に
つ
い
て
は
人
事
異
動
に
よ
り

ほ
か
の
公
立
保
育
所
へ
異
動
と
な
り
、

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
保

育
士
、
調
理
員
、
用
務
員
の
う
ち
、

引
き
続
き
移
譲
後
の
緑
町
保
育
所
に

勤
務
を
希
望
す
る
職
員
は
社
会
福
祉

法
人
桜
木
会
が
採
用
す
る
と
伺
っ
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
10
号 

む
つ
市
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
条
例
に
お
い
て
引
用

す
る
法
律
名
の
変
更
に
伴
い
、
条
文

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
変
更
後

の
法
律
名
に
「
等
」が
加
わ
る
こ
と
で

何
が
変
わ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
今
ま
で
の
法
律
で

は
保
護
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

保
護
等
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
保

護
だ
け
で
な
く
相
談
や
そ
れ
に
附
随

し
た
い
ろ
い
ろ
な
行
為
を
意
味
し
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
12
号 

む
つ
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
下
北
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
お
い
て
一
般
廃
棄
物
等

処
理
施
設
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す

る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
市
か
ら

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
徴

収
事
務
を
移
行
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
施

設
の
所
管
が
事
務
組
合
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
自
治
法
上
の
解
釈
、
廃

棄
物
処
理
の
フ
ロ
ー
か
ら
も
事
務
組

合
で
徴
収
事
務
を
行
う
の
が
適
当
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
、
構
成
市
町
村
の

協
議
等
が
整
っ
た
た
め
移
行
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
14
号 

む
つ
市
脇
野

沢
高
齢
者
福
祉
施
設
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設
い

こ
い
の
里
を
社
会
福
祉
法
人
桜
木
会

に
経
営
移
譲
す
る
こ
と
に
伴
い
廃
止

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
桜
木
会
を
選
定
し
た

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
利
用
者
家
族
に
不
安
を

持
た
せ
な
い
命
の
安
全
、
食
の
安
全

を
最
優
先
と
す
る
運
営
、
地
域
雇
用
、

地
域
生
産
物
の
使
用
等
、
地
域
に
根

ざ
し
た
運
営
姿
勢
が
全
面
的
に
提
案

の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
民
間
移

譲
後
に
脇
野
沢
地
区
の
高
齢
者
の

方
々
に
不
安
を
与
え
な
い
た
め
に
行

政
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
契
約
書
の
条
項
で
今
後
10
年
以

上
の
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人

の
指
導
監
査
は
む
つ
市
が
行
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
運
営
面
、
会
計
面
等

に
つ
い
て
指
導
し
な
が
ら
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
15
号 

指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
運
動
公
園
外
２
施
設
の
管
理
を
行

う
指
定
管
理
者
に
特
定
非
営
利
活
動

法
人
む
つ
市
体
育
協
会
な
ら
び
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
む
つ
市
陸
上
競
技

協
会
を
指
定
す
る
も
の
で
、
指
定
期
間

は
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
か
年
と
し
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
２
法
人

が
連
名
で
指
定
管
理
を
行
う
に
あ
た

り
、
運
営
方
針
、
経
理
、
連
携
方
法
、

苦
情
対
応
な
ど
に
関
す
る
事
業
者
双

方
の
協
定
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
２

法
人
相
互
の
協
定
に
つ
い
て
は
附
帯

的
な
協
定
書
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ

た
た
め
締
結
は
議
決
後
を
予
定
し
て

い
た
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
例

が
出
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
指
定

管
理
者
制
度
全
体
の
根
幹
的
な
問
題

と
し
て
総
務
政
策
部
と
も
協
議
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

会
計
予
算
お
よ
び
議
案
第
29
号 

平
成

26
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
委
員
１
名
よ
り
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
24
号 

平
成
26
年
度

む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
、
議
案
第
25
号 

平
成
26
年
度
む

つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、
議

案
第
27
号 

平
成
26
年
度
む
つ
市
公
共

用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
お
よ

び
議
案
第
28
号 

平
成
26
年
度
む
つ
市

魚
市
場
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設

修
理
専
門
委
員
会
条
例

　
　
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
に
係

る
保
存
修
理
事
業
の
実
施
に
関
し

必
要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た

め
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の

▼
む
つ
市
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、

附
属
機
関
の
庶
務
を
処
理
す
る
部

署
の
名
称
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
法
の

改
正
に
伴
い
む
つ
市
青
少
年
問
題

協
議
会
委
員
の
委
嘱
の
基
準
等
を

設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備

を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
新
む
つ
市
保
育
再
編
計
画
後
期

計
画
に
基
づ
き
、
む
つ
市
立
緑
町

保
育
所
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
条
例
に
お
い
て
引
用
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
る
法
律
名
の
変
更
に

伴
い
、
条
文
整
理
を
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
条
例
に
お
い
て
引
用
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
る
法
律
名
の
変
更
に

伴
う
も
の
の
ほ
か
、
所
要
の
条
文

整
理
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
自
ら
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
等

処
理
施
設
に
搬
入
す
る
場
合
の
手

数
料
に
つ
い
て
、
下
北
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
に
お
い
て
徴
収
す

る
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
改
正
に

伴
う
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
必
要

と
な
る
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
係
る
経
費
１
２
６
万
円
を
財
源
措

置
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処

分
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
、
議
案
第
22
号 

平
成
26
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
議

案
第
29
号 

平
成
26
年
度
む
つ
市
水
道

事
業
会
計
予
算
ま
で
の
議
案
８
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
３
月
13
日
、
14
日

お
よ
び
17
日
、
市
長
ほ
か
関
係
部
局

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
各

議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
22
号 

平
成
26
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
予
算
、
議
案
第
23

号 

平
成
26
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
26
号 

平

成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別

　
こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、

２
法
人
で
指
定
管
理
を
行
う
際
の
管

理
運
営
の
仕
方
、
責
任
の
所
在
、
法

人
相
互
と
行
政
と
の
連
携
方
法
な
ど
、

指
定
管
理
者
と
し
て
適
し
て
い
る
の

か
ど
う
か
の
判
断
材
料
と
な
る
資
料

が
不
足
し
て
お
り
審
査
が
で
き
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
一
旦
そ
の

日
の
審
査
を
終
了
し
、
委
員
会
と
し

て
２
法
人
間
の
協
定
書
案
を
資
料
要

求
し
、
そ
の
提
出
を
受
け
改
め
て
審

査
を
重
ね
た
結
果
、
多
く
の
委
員
か

ら
、
む
つ
市
体
育
協
会
を
主
体
と
し

た
運
営
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、

行
政
と
し
て
も
指
導
、
監
督
を
綿
密

に
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
３
年
後
に
は
直
営
ま
た
は
業

務
委
託
に
よ
る
運
営
も
検
討
し
な
が

ら
指
定
管
理
者
制
度
全
体
を
見
直
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
16
号 

下
北
圏
域
障

害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
共
同
設
置

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
施
行

に
伴
い
、
規
約
に
お
け
る
審
査
会
の

名
称
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
５
号 

専
決
処
分

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

▼
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
事
務
の
移
管
お
よ
び
組
織
機
構

の
見
直
し
に
伴
い
、
附
属
機
関
の

庶
務
を
処
理
す
る
部
署
の
名
称
を

変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
青
森
県
人
事
委
員
会
の
県
職
員

の
給
与
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

４
輪
の
自
動
車
を
使
用
す
る
職
員

の
通
勤
手
当
の
額
の
上
限
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
条
文
整

備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収

支
均
衡
を
図
る
た
め
、
税
率
を
改

正
す
る
も
の

▼
む
つ
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
む

つ
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基

準
を
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文

整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の

改
正
に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か

ら
の
占
用
料
等
の
額
を
改
定
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　
む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施

設
い
こ
い
の
里
を
廃
止
す
る
た
め

の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
む
つ
運
動
公
園
外
２
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
　
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
条
文
整

備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任

命
す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
４
月
25
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
む
つ
市
教
育
委

員
会
委
員
に
遠
島
進
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号
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と
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員

に
永
井
信
孝
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
６
億
１
９
５
万
７
千
円
の

増
額
補
正
）

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　（
１
億
５
千
５
４
０
万
円
の
減
額
補
正
）

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

　
収
益
的
収
入
…
△
２
千
１
２
７
万
４
千
円

　
収
益
的
支
出
…
△
１
０
３
万
３
千
円

　
資
本
的
収
入
…
△
５
千
４
７
２
万
８
千
円

　
資
本
的
支
出
…
△
１
千
万
５
千
円

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算

　
（
歳
入
・
歳
出
３
２
７
億
７
千
３
０
０
万
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

　
（
歳
入
・
歳
出
71
億
４
千
２
４
９
万
８
千
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

　
（
歳
入
・
歳
出
４
億
９
千
５
１
７
万
７
千
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

　（
歳
入
・
歳
出
59
億
５
千
１
５
９
万
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

　
（
歳
入
・
歳
出
15
億
２
千
１
３
６
万
７
千
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取

得
事
業
特
別
会
計
予
算

　
（
歳
入
・
歳
出
２
億
７
千
３
６
４
万
３
千
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業

特
別
会
計
予
算

　（
歳
入
・
歳
出
２
千
９
１
８
万
８
千
円
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
予
算

　

収
益
的
収
入
…
18
億
３
千
８
万
７
千
円

　
収
益
的
支
出
…
16
億
８
千
４
５
８
万
５
千
円

　
資
本
的
収
入
…
13
億
７
７
４
万
６
千
円

　
資
本
的
支
出
…
18
億
３
千
５
２
３
万
円

報
　
告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
　
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
　
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
12
万
９
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
１
億
３
千
万
円
の
増
額

補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
63
万
円
の
増

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
１
億
２
千
万
円
の
増
額

補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
１
億
円
の
増
額
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

▼
海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地
港
内
の
浚
渫

及
び
艦
艇
配
備
を
求
め
る
意
見
書

▼
「
手
話
言
語
法
」制
定
を
求
め
る
意

見
書

▼
雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書

▼
慢
性
疲
労
症
候
群
患
者
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

▼
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃
を
求
め

る
意
見
書（
否
決
）

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
３
月
６
日
、
７
日
、

10
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
濵
　
田
　
栄
　
子

▼
義
務
教
育
に
つ
い
て

・   

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
は
新

年
度
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
問
う

・   

英
語
教
育
を
強
化
し
、
中
学
校
卒

④
津
軽
海
峡
軸
構
想
に
つ
い
て

・   

広
域
観
光
へ
の
対
応
に
つ
い
て

①
下
北
半
島
の
閉
塞
感
を
ど
の
様

に
捉
え
て
い
る
か

②
広
域
観
光
を
最
大
限
に
活
用
す

る
対
策
に
つ
い
て

③
外
ヶ
浜
町
へ
の
海
上
交
通
の
強

化
策
に
つ
い
て

④
道
南
の
松
前
町
と
の
交
流
に
つ

い
て

⑤
広
域
的
な
観
光
遊
覧
船
の
運
航

に
つ
い
て

⑥
下
北
半
島
と
津
軽
半
島
の
交
流

強
化
に
つ
い
て

・   

本
市
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

①
脇
野
沢
を
窓
口
に
観
光
客
の
受

け
入
れ
を
強
化
す
る
考
え
は

②
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
た
本
市

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

③
下
北
半
島
の
循
環
型
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

④
外
ヶ
浜
町
と
の
避
難
協
定
締
結

と
観
光
の
連
携
に
つ
い
て

⑤
む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
外
国
語

併
記
に
つ
い
て

◎
石
　
田
　
勝
　
弘

▼
地
熱
発
電
に
つ
い
て

・   

国
内
の
地
熱
発
電
の
現
状
は

・   

弘
前
大
学
と
の
協
定
締
結
時
期
は

・   

先
進
地
視
察
や
市
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
講
演
会
に
つ
い
て

・   

地
表
調
査
の
着
手
時
期
お
よ
び
発

電
所
建
設
か
ら
操
業
ま
で
の
タ
イ

▼
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・   

市
民
の
平
均
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

健
康
診
断
に
血
管
年
齢
測
定
器
を

活
用
し
、
健
康
増
進
を
積
極
的
に

行
う
意
思
は
な
い
か

・   

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

①
調
理
員
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検

査
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か

②
人
と
接
す
る
機
会
の
多
い
保
健

福
祉
部
職
員
と
保
健
師
の
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
行
っ
て
い
く
の
か

て
所
見
を
伺
う

・   

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
か
ら

の
答
申
に
付
記
さ
れ
た
四
つ
の
意

見
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
具
体
的
な
対
応
を
す
る
の
か

・   

自
治
基
本
条
例
制
定
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
示
せ

▼
地
域
経
済
に
つ
い
て

・   

平
成
26
年
単
年
度
の
地
域
経
済
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
ま
た
、
平
成

27
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
に
予
想

す
る
の
か
所
見
を
伺
う

・   

苦
し
い
住
民
の
生
活
に
対
し
行
政

は
何
が
で
き
る
の
か

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

道
徳
教
育
の
再
考
に
つ
い
て

・   

ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
現
場
に
つ
い
て

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
高
齢
化
社
会
で
の
思
い
や
り
に
つ

い
て

・   

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
便
利
な
世
の

中
に
な
っ
た
反
面
、
社
会
の
進
歩

に
追
い
つ
け
な
い
高
齢
者
等
へ
の

配
慮
に
つ
い
て

・   「
老
人
憩
の
家
」の
衛
生
環
境
（
ト
イ

レ
）を
、
使
用
者
（
高
齢
者
等
）に
優

し
い
方
式
に
改
善
す
る
こ
と
に
つ

い
て

・   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
う「
銭
湯
」の
存
続
に
つ
い
て

▼
「
合
併
自
治
体
の
支
所
費
支
援
」報

道
に
関
連
し
て

・   

平
成
の
大
合
併
時
点
で
、
旧
合
併

町
村
に
支
所
を
設
置
し
た
自
治
体

▼
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
私
案
の
提
言

に
つ
い
て

・   

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
建
設
に
つ
い
て

・   

水
郷
の
花
公
園
建
設
に
つ
い
て

・   

天
然
記
念
魚
と
も
言
わ
れ
る
ス
ギ

ノ
コ
の
保
護
と
養
殖
に
つ
い
て

・   

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
、

本
州
最
北
端
大
間
崎
か
ら
む
つ
市

経
由
の
コ
ー
ス
設
定
を

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
北
海
道
新
幹
線
開
業
と
広
域
観
光

に
つ
い
て

・   

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
つ
い
て

①
新
幹
線
の
新
函
館
（
仮
称
）延
伸

に
つ
い
て

②
奥
津
軽
駅
（
仮
称
）へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て

③
国
策
か
ら
疎
外
さ
れ
た
下
北
半

島
の
将
来
に
つ
い
て

業
ま
で
に
は
日
常
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
考

え
を
問
う

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
公
共
施
設
に
つ
い
て

・   

耐
震
性
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

・   

同
ビ
ジ
ョ
ン
の
総
括
と
今
後
に
つ
い
て

▼
次
期
青
森
県
基
本
計
画
に
つ
い
て

・   

同
計
画
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
原
子
力
に
つ
い
て

・   

原
子
力
の
諸
問
題
に
つ
い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

特
定
秘
密
保
護
法
に
対
す
る
市
長

の
所
見
と
意
思
表
示
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
制
度
の
改
正
後
の
諸
問

題
に
つ
い
て

・   

要
支
援
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

外
し
に
つ
い
て

・  

要
介
護
１
と
２
の
方
の
施
設
入
所
締

め
出
し
の
懸
念
に
つ
い
て

・   

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て

◎
川
　
下
　
八
十
美

▼
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・   

自
治
体
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
自

治
基
本
条
例
の
制
定
を

・   

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
答

申
に
対
す
る
見
解
を
求
む

・   

市
民
、
行
政
、
そ
し
て
議
会
の
協

働
ま
ち
づ
く
り
の
理
想
の
形
態
は

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・   

事
業
化
へ
の
実
施
主
体
に
つ
い
て
と

市
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

・
発
電
所
操
業
に
よ
る
地
元
振
興
策
に

つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
小
学
校
担
任
に
よ
る
体
罰
行
為
に
つ

い
て

・
通
常
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

教
育
委
員
会
改
革
に
つ
い
て
の
所

感
は

▼
む
つ
市
子
ど
も
ネ
ブ
タ
に
つ
い
て

・
衰
退
す
る
子
ど
も
ネ
ブ
タ
に
つ
い
て

・
市
の
で
き
る
援
助
に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

・
社
会
生
活
技
能
訓
練
に
つ
い
て

・
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

▼
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

・
孤
立
死
・
徘
徊
対
策
に
つ
い
て

・
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業
に
つ
い
て

・
詐
欺
被
害
対
策
に
つ
い
て

▼
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
に
つ
い
て

・   

本
市
の
現
状
に
つ
い
て

・   

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
の
実
態

に
つ
い
て

・   

み
な
し
寡
婦
控
除
の
導
入
に
つ
い
て

▼
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て

・   

肥
満
に
つ
い
て

・   

視
力
に
つ
い
て

・   

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て

◎
斉
　
藤
　
孝
　
昭

▼
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

・   

自
治
基
本
条
例
の
必
要
性
に
つ
い

に
平
成
26
年
度
か
ら
「
支
所
運
営

費
」を
財
政
支
援
す
る
と
の
報
道
の

詳
細
に
つ
い
て

・   

旧
合
併
町
村
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
施
策
と
し
て
行
っ
て
き
た
地
域

振
興
、
活
性
化
対
策
及
び
今
後
取

り
得
る
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
が
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て

・   

近
年
、
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

集
中
豪
雨
等
異
常
気
象
に
備
え
る

た
め
の
河
川
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て

・   

む
つ
市
が
管
理
す
る
河
川
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
防
災
減
災
に
つ
い
て

・   

一
昨
年
の
大
雪
被
害
の
教
訓
か
ら

市
が
考
え
る
対
策
は

・   

災
害
時
、
支
援
物
資
は
ど
の
く
ら

い
あ
り
、
ど
こ
ま
で
配
布
で
き
る

の
か

・   

大
雪
に
な
っ
た
時
の
学
校
休
校
規

約
は
あ
る
の
か

▼
公
共
施
設
に
つ
い
て

・   

喫
煙
場
所
が
あ
る
、
な
い
の
基
準

は
何
か

▼
運
動
公
園
に
つ
い
て

・   

駐
車
場
が
少
な
い
が
、
増
や
す
考

え
は
な
い
の
か

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

・   

新
市
民
体
育
館
の
必
要
性
に
つ
い
て

・   

新
市
民
体
育
館
は
県
営
体
育
館
で

と
い
う
考
え
は
な
い
か

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、議案に対する賛否の一覧や一般質問における質疑応

答についても詳しく掲載しています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　 http://www.city.mutsu.lg.jp/ のバナーからアクセスしてください。

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号
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お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

５ 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください。

菊 池 医 院

北村医院むつレディスクリニック

北村医院むつレディスクリニック

三 上 医 院

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

どんぐりこどもクリニック

( 24-1276

( 22-2135

( 22-2135

( 22-1011

( 22-2512

( 28-4550

( 24-5656

☆    3日（土）

☆    4日（日）

☆    5日（月）

☆    6日（火）

☆ 11日（日）

☆ 18日（日）

☆ 25日（日）

※自衛隊施設など、一般のお客様は入場できない場所もあります。

５ 月 の 献 血 受 付 日 程

28日（水）むつ保健所
10:30

13:30

～

～

12:00

16:30

30日（金）
海上自衛隊弾薬整備補給所

自衛隊大湊病院

9:30

14:14:1400

～

～

12:30

16:00

ハローベビー教室開催
～夫婦での参加大歓迎～

　安心して妊娠・出産を迎えていただくために「ハローベビー教室」を開催します。妊婦さんや旦那さん同士でおしゃ

べりしながら楽しくお勉強します。もうすぐパパ、ママになる方、ぜひ夫婦で参加してみませんか？

　参加を希望される方は、お電話でお申し込みください。

〈対象〉 

・平成26年 1月〜3月末に妊娠届を出された方

・転入された妊婦さん、市内に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉 

◆1回目…5月 8日（木）　午後6時 30分〜8時頃

・パパも妊婦さんになってみよう！

　（妊婦シミュレーター体験）

・自信を持って楽なお産

　〜お産の補助動作＆妊婦体操〜

・おっぱいの不思議

〈問合せ・申込先〉母子保健担当（内線 2577）

◆2回目…5月14日（水）　午後6時 30分〜8時頃

・赤ちゃんのために健康生活①栄養・生活リズム

・お父さん、お母さんへ

　〜赤ちゃんからのメッセージ〜

◆3回目…5月 22日（木）　午後6時 30分〜8時頃

・妊娠中の歯科健診とお口の健康

・赤ちゃんのために健康生活②たばこ

◆4回目…5月29日（木）　午後6時 30分〜8時 30分頃

・赤ちゃんが生まれた後の届出と制度

・産後の過ごし方

　〜お母さんと赤ちゃんの心と体・家族計画〜

・赤ちゃんのお風呂の入れ方

※受付時間は各回とも午後6時 15分〜6時 30分

〈どこで〉 

　下北文化会館 集会娯楽室・検査検診室

〈準備するもの〉 

動きやすい服装、母子健康手帳

フェイスタオル（4回目のみ）

接種を希望する方は、健康推進課にお申し込みください。

《対象》65歳以上で、5年以内に接種を受けていない方

《助成額》3,000円

※医療機関で定められている金額から3,000円を差し引

いた金額をお支払いください。

〈詳しくは〉予防担当（内線 2582）

高齢者肺炎球菌予防接種助成実施中

　3月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろ

んのこと、治した歯が1本もないお子さん達です。

金 田 好 美 ちゃん 杉 本 彩 人 くん 横　濵　ひなた ちゃん 村 木 柊 斗 くん

藤 井 七 未 ちゃん 杉　山　みなみ ちゃん 髙 田 結 愛 ちゃん 小 松 蒼 葉 くん

石 田 奏 羽 ちゃん 廣 谷 友 奏 ちゃん 長久保　涼　香 ちゃん 橋 場 隆 矢 くん

石 田 翔 大 くん 山 本 壱 咲 くん 横 山　　 蒼 くん 大 村　　 鴎 くん

南 河 一 心 くん 小笠原　　　菫 ちゃん 佐　藤　有希斗 くん 角 田 季 瞳 ちゃん

冨 岡 悠 翔 くん 大 平 菜 月 ちゃん 久保田　悦　士 くん 小笠原　琉　仁 くん

土 岐 侑 大 くん 澤　田　ゆづは ちゃん 澤　野　琥太朗 くん 古 田 叶 音 ちゃん

石 井 碧 風 くん 舘　 亮 太 くん

今月の“ピカピカ賞”

これからも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号

　外食や中食（お弁当やお惣菜）に頼りがちな現代人

のライフスタイルの中で健康的な食を選択できる環

境をつくるため、青森県では今年度から外食・中食

事業者等を対象として「あおもり食命人」の育成に取

り組んでいます。

　「あおもり食命人」とは、食と健康について県が企

画した専門研修を修了し、学んだ知識を活かした料

理を提供する人のことで、その料理は「食べる人を

食の力で健康にしたい」という想いを込めた旬の県

産食材を活かした健康的な食事（＝「いのちを支える

食」）としています。

　この「あおもり食命人」を育成する研修を、むつ市

で実施します。むつ市は地域全体で健康づくりに取

り組む地域であることから、対象者の範囲を広げ、

一般の方も聴講可能としています。豪華な講師陣が

わかりやすく楽しい講義を行います。奮ってご参加

ください。※事前申し込みが必要です。

育成研修受講者募集

〈問合せ・申込み先〉
青森県食の安全・安心推進課( 017-734-9354
: http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/

nourin/sanzen/syokumeijin.html

いつ・どこで どんな・講師

5月22日（木）
 正午〜午後 4時
 むつグランドホテル

研修①医・食・農を考える
　日本綜合医学会 会長

　　　　　渡邊 昌 氏

研修②発酵食と健康の関係
　宮城大学食産業学部 准教授

　　　　　金内 誠 氏

6月15日（日）
 正午〜午後 4時
 むつグランドホテル

研修③バランスの良い食事 
　青森県栄養士会
研修④いのちを支える食を考える
　料理研究家・フードプロデューサー 
　　　　　土井 善晴 氏

6月28日（土）
 正午〜午後 3時
 プラザホテルむつ

研修⑤こどもの健全な好みを育てる食生活
　京都大学大学院農学研究科 教授

　　　　　伏木 亨 氏

特別講座 本物のダシを学ぶ
　日本料理「木乃婦」三代目
　　　　　髙橋 拓児 氏

7月6日（日）
 正午〜午後 2時 10分
 むつグランドホテル

研修⑥アレルギーと食・環境
　かくたこども＆アレルギークリニック 院長

　　　　　角田 和彦 氏

7月20日（日）
 正午〜午後 3時 30分
 むつグランドホテル

相互演習 メニュープランニング
　青森県栄養士会（アドバイザー）

５月５日の在宅当番医は、新聞折込チラシから変更にな
りましたので、ご注意ください。

青森県からのお知らせ
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

〈
詳
し
く
は
〉

市
農
林
畜
産
振
興
課
鳥
獣
対
策
担
当

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
６
２
７

川
内
庁
舎
産
業
建
設
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
産
業
建
設
課

(
34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
産
業
建
設
課

(
44

－

２
１
１
１

 

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

 　
　
　
　

  

の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
（
愛
護
）
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
ま
た
は
そ
の
方
と
生
計
を
一

に
す
る
方
も
し
く
は
常
時
介
護
者

が
、
こ
れ
ら
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
の
生
業
、
通
院
、
通
学

な
ど
の
た
め
に
自
動
車
（
営
業
用
を
除

く
）
を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
障
害
の
程
度
や
自
動
車
の
使
用
状

況
な
ど
が
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
・

自
動
車
取
得
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
自
動
車
税
の
減
免
額
上
限

　
税
額
４
万
５
千
円

○
自
動
車
取
得
税
の
減
免
額
上
限

課
税
標
準
額
（
障
害
者
用
の
特
別
の
仕

様
に
よ
る
装
置
の
取
付
費
用
を
除
く
）

２
５
０
万
円

　
ま
た
、
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い

る
場
合
に
は
、
５
月
に
東
青
地
域
県

民
局
県
税
部
か
ら
前
年
度
の
申
請
内

容
が
記
載
さ
れ
た
「
自
動
車
税
減
免

予
定
通
知
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
記
載
内
容
に
変
更
・
誤
り
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
請
事
項
の

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

(
22
ー
８
５
８
１
内
線
２
１
０

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

〈
い
つ
〉月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

〈
対
象
〉借
金
等
で
お
困
り
の
方

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

〈
電
話
相
談（
相
談
専
用
電
話
）〉

(
０
１
７

－

７
７
４

－

６
４
８
８

〈
来
所
相
談（
記
事
に
関
す
る
問
合
せ
先
）〉

青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

（
青
森
市
新
町
２

－

４

－

25
）

(
０
１
７

－

７
２
２

－

１
４
６
３

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

○
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

〈
い
つ
〉５
月
３
日（
土
）
〜
６
日（
火
）

期
間
中
は
入
館
無
料
、
５
月
５
日

（
月
）は
、
先
着
30
名
の
お
子
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
！

【
シ
ア
タ
ー
上
映
】

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

①
午
前
10
時
〜
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

 

む
つ
市
議
会
議
会
報
告
会
及
び

市
民
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　

む
つ
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
に

関
す
る
情
報
公
開
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

十
分
に
果
た
し
、
市
民
の
意
見
を
議

会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
、

初
め
て
の
「
む
つ
市
議
会
議
会
報
告
会

及
び
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
12
日
発
行
の
む

つ
市
政
だ
よ
り
に
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み

し
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

○
５
月
26
日（
月
）午
後
６
時
30
分
〜

　

・
む
つ
来
さ
ま
い
館

　
・
む
つ
市
中
央
公
民
館

　
・
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
・
奥
内
小
学
校
多
目
的
活
動
室

○
６
月
２
日（
月
）午
後
６
時
30
分
〜

　

・
む
つ
市
役
所
川
内
庁
舎

　
・
大
畑
公
民
館

　
・
正
津
川
地
区
公
民
館

　
・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
問
合
せ
先
〉

市
議
会
事
務
局

(
22

－

１
１
１
１
内
線
３
６
１
２

 

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の

  　

配
布
中
止
し
ま
す
！

　

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
動
物
駆
逐
用
煙

火
の
使
用
に
伴
い
、
火
傷
や
火
災
な
ど

の
事
故
が
全
国
的
に
多
発
し
て
お
り
、

経
済
産
業
省
か
ら
日
本
煙
火
協
会
に

対
し
て
対
策
を
講
ず
る
よ
う
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
煙
火
協
会
で
は
、
動
物
を
追

い
払
う
た
め
に
煙
火
（
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

を
含
む
）を
使
用
す
る
方
に
対
し
、
保

安
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
動
物

駆
逐
用
に
煙
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、

こ
の
講
習
を
受
講
し
、
取
得
し
た
煙

火
消
費
保
安
手
帳
を
所
持
・
携
帯
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
こ
れ
ま
で

各
庁
舎
で
、
行
な
っ
て
い
た
農
家
へ
の

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の
配
布
を
中
止
し
ま

し
た
。

むつ市情報ポケット

（
75
分
）

②
正
午
〜
世
界
絵
本
箱
シ
リ
ー
ズ

「
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
（
全
４

話
）」（
35
分
）

③
午
後
３
時
〜
名
作
童
話
大
全
集

「
も
も
太
郎（
他
２
本
）」（
35
分
）

【
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室
】

〈
ど
ん
な
〉

　「
タ
ネ
コ
プ
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
」

ゴ
ム
の
力
で
高
く
飛
ば
す
と
、
く

る
く
る
回
り
な
が
ら
落
ち
て
く
る

不
思
議
な
タ
ネ
コ
プ
タ
ー
を
作
り

ま
す
。

【
理
科
実
験
・
観
察
】

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

①
午
前
11
時
〜
『
超
低
温
の
世
界

を
調
べ
よ
う
』

②
午
後
２
時
〜
『
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

の
不
思
議
を
調
べ
よ
う
』

〈
問
合
せ
先
〉む
つ
科
学
技
術
館

(
25

－

２
０
９
１
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w
w
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m
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第
28
回

 　

大
湊
地
区
神
楽
大
会
開
催

　

桜
の
咲
く
大
湊
水
源
池
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
を
舞
台
に
、
郷
土
芸
能
の

伝
承
と
市
民
の
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
隔

年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
５
日（
月
）午
前
10
時
〜

〈
ど
こ
で
〉大
湊
水
源
池
公
園
内

〈
ど
ん
な
〉

獅
子
舞
、
三
番
叟
、
つ
き
あ
げ
、

よ
さ
れ
他

※
入
場
無
料
、
ス
キ
ー
場
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
雨
天
時

は
桜
木
町
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉大
湊
地
区
神
楽
連
合
会

長
濱
(
29

－

１
７
６
２

手
話
講
習
会
開
催

〈
い
つ
〉

５
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
受
講
料
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

事
前
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉市
障
害
福
祉
課

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
９
４

む
つ
ろ
う
あ
協
会
事
務
局

 

22

－

９
６
２
０

 

ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
の
絵

 　
　
　
　

 

巡
回
展
示
会
開
催

〈
い
つ
〉

５
月
10
日（
土
）
…
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

11
日（
日
）
…
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

絵
を
通
し
て
ネ
パ
ー
ル
の
今
を
知

る
と
と
も
に
、「
ア
ジ
ア
の
中
の
日

本
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

各
種
催
し
・
講
座 

等

〈
問
合
せ
先
〉

　
読
み
き
か
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
は
な
し
の
木

小
川
(
０
９
０

－

９
６
３
０

－

６
２
０
４

 

む
つ
市
消
防
団

 　
　
　
　

定
期
観
閲
式
挙
行

　

観
閲
式
は
、
む
つ
市
消
防
団
員
の

士
気
を
高
め
る
こ
と
と
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
消
防
団
活
動
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
消
防
団
行
事
の
中

で
も
最
大
の
行
事
で
す
。

　

今
回
は
『
む
つ
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
』

と
『
こ
す
も
す
幼
稚
園
』の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉５
月
11
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
参
加
者
〉む
つ
市
消
防
団（
む
つ
消
防

団
・
川
内
消
防
団
・
大
畑
消
防
団
・

脇
野
沢
消
防
団
）

〈
ど
ん
な
〉市
長
観
閲
、
分
列
行
進
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
表
彰
式
、
消
防
演
技

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ま
と
い
振
り

演
技
、
は
し
ご
乗
り
演
技
）、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン（
園
児
遊
戯
）な
ど

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
消
防
署
(
22

－
１
６
８
０

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○「
春
・
和
み
の
会
体
験
」開
催

〈
い
つ
〉５
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

お
茶
席
、
ち
り
め
ん
小
物
作
り
体
験
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験 

な
ど

○
郷
土
芸
能
定
期
公
演
会

「
下
北
の
大
地
に
舞
う
」

〈
い
つ
〉５
月
16
日（
金
）午
後
７
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

南
部
下
北
民
謡
森
川
社
中
に
よ
る

民
謡
と
手
踊
り

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

〈
い
つ
〉５
月
25
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

※
雨
天
時
は
む
つ
来
さ
ま
い
館
内

〈
参
加
料
〉

　
１
区
画（
２
×
３
メ
ー
ト
ル
）１
千
円

〈
申
込
受
付
期
間
〉

５
月
１
日（
木
）申
込
受
付
開
始

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館
(
33

－

８
１
９
１

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
4月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 101円 98 ～ 103 98円

☆ 18 ℓ配達価格 1,923円 1,764 ～ 2,340 1,785円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,758円 5,355 ～ 6,037 5,742円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 9,841円 9,447 ～ 10,710 9,818円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 163円 160 ～ 171 158円

☆軽油 1ℓ現金 141円 139 ～ 143 138円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

〈問合せ先〉
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）

(22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取引はご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに

行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間 4 月 25 日～ 5 月 12 日）

今回登録はありませんでした。

ゆずってください

・二人掛けソファー

・おんぶひも

・座椅子（背もたれ、肘付き）

・洗濯機

・ミシン（電動式・足踏み式どちらでも可）

むつ市月間ごみ総排出量

平成26年 3月分　市環境政策課調べ

3月の値 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 2,085 t （-31t）

資源ごみ回収量 … 175 t （+25t） H24全国平均

資源ごみ回収割合 … 8.4 % （-1.1%） 963 g/ 日

市民一人一日
あたりの排出量

… 1,087 g/ 日 （-2g/日）
H24青森県平均

1,069 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！



( 2 2 )( 2 3 )

むつ市情報ポケット むつ市情報ポケット

シ
ュ
ー
ズ
・
グ
ロ
ー
ブ
・
リ
ス
タ
イ

使
用
不
可
、
２
ゲ
ー
ム
合
計
ス
コ
ア

〈
ハ
ン
デ
〉あ
り

◆
共
通
事
項

〈
参
加
資
格
〉

商
工
会
議
所
会
員
、
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
他

実
行
委
員
会
が
参
加
を
認
め
た
方

〈
申
込
締
切
〉５
月
14
日（
水
）

〈
申
込
方
法
〉

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
表
彰
式
・
懇
親
会
〉

同
日
午
後
６
時
よ
り
む
つ
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
会
費
３
千
円
。

〈
そ
の
他
〉ト
ラ
ブ
ル
（
事
故
等
）は
各

自
の
責
任
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
む
つ
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
商
工
会
議
所
(
22

－

２
２
８
２
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w
w
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２
０
１
４
来
さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

「
来
さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド
」や
「
薬

研
渓
流
」を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

　

①
来
さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド

　
②
薬
研
渓
流
お
よ
び
紅
葉

〈
各
賞
〉 募

集
し
ま
す

 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 　
  　

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
ト
ン
ト
ゥ
春
の
わ
く
わ
く
！
フ
ェ
ス
タ

〈
い
つ
〉５
月
11
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

〈
ど
ん
な
〉

・
ぼ
く
ゆ
う
「
マ
ル
チ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
」

・
ト
ン
ト
ゥ
屋
台
村（
有
料
）

・
チ
ョ
コ
っ
と
た
の
し
い
チ
ョ
コ

フ
ォ
ン
デ
ュ
（
有
料
）

・
ふ
わ
ふ
わ
コ
ー
ナ
ー

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン
立
て
製
作
コ
ー
ナ
ー

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

〈
入
場
料
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

・
詳
し
く
は
４
月
30
日
（
水
）の
新

聞
折
込
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
小
田
野
沢
漁
協
漁
民
セ
ン
タ
ー
を

臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
午
前
９
時
20
分
よ
り

運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
の
方
に

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
！

○
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

〈
い
つ
〉５
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
ん
な
〉

壁
な
ど
に
飾
れ
る
装
飾
用
の
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
作
り
ま
す
。

〈
講
師
〉（
有
）花
と
も

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

澤
田 

幾
子 

氏

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
方

〈
参
加
費
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

〈
定
員
〉20
名
※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

〈
準
備
す
る
も
の
〉ハ
サ
ミ

〈
申
込
方
法
〉

ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、ふ
り
が
な
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 

※
１
枚
に
つ
き
１
名
分
の
み

〈
申
込
締
切
〉

５
月
14
日（
水
）消
印
有
効

※
当
選
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

　
〒
０
３
９

－

４
２
２
３

東
通
村
小
田
野
沢
見
知
川
山
１

－

８
０
９

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

(
48
ー
２
７
７
７

:http://w
w
w
.tonttu-villa

g
e.jp

 

脇
野
沢
地
区
行
政
相
談
開
催

　

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
地
区
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
次
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
14
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉脇
野
沢
庁
舎
相
談
室

〈
問
合
せ
先
〉

脇
野
沢
庁
舎
管
理
課

(
44

－

２
１
１
１

 

第
７
回
む
つ
商
工
会
議
所
会
頭
杯
争
奪

 

「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」「
釣
り
大
会
」

 　

  

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」開
催

〈
い
つ
〉い
ず
れ
も
６
月
１
日（
日
）開
催

○
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉

下
北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
・
１
６
０
名（
40
組
）

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
前
７
時
32
分

（
30
分
前
集
合
）

〈
プ
レ
ー
代
〉８
千
円

※
消
費
税
・
ゴ
ル
フ
利
用
税
は
別
途
精

算
、
代
金
各
自
支
払
い

〈
参
加
料
〉２
千
円

〈
競
技
方
法
〉Ｗ
ペ
リ
ア（
36
Ｈ
Ｄ
カ
ッ
ト
）

○
釣
り
大
会

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉関
根
漁
港
・
39
名

〈
出
船
時
間
〉午
前
５
時（
30
分
前
集
合
）

〈
参
加
料
〉７
千
円

※
船
代
込
み
、
餌
は
各
自
用
意
（
当
日

販
売
有
）

〈
競
技
方
法
〉

①
さ
お
１
本
ま
た
は
て
ん
て
ん
１
本

②
は
り
３
本
以
内
③
い
そ
め
を
使
用

〈
審
査
方
法
〉

20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
か
れ

い
の
総
重
量
（
水
く
さ
が
れ
い
・
な

め
た
が
れ
い
を
除
く
）

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
　

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉む
つ
ボ
ウ
ル
・
50
名

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
後
４
時（
30
分
前
集
合
）

〈
参
加
料
〉３
千
円
※
プ
レ
ー
代
、
靴
代
込
み

〈
競
技
方
法
〉
マ
イ
ボ
ー
ル
・
マ
イ

春 夏 秋 冬
短　歌

深
呼
吸
三
度
四
度
の
小
休
止
谷
間
に
あ
ま
た
水
芭
蕉
咲
く

相　

馬　

佐
和
子

朝
刊
に
日
付
け
曜
日
を
確
か
め
て
今
日
が
始
ま
る
八
十
一
歳

浜　

田　

さ
つ
子

金
メ
ダ
ル
羽
生
少
年
氷
上
を
舞
い
て
老
い
わ
れ
勇
気
を
も
ら
う

葛　

西　

美
保
子

東
京
の
子
ら
に
逢
は
ん
と
汽
車
に
あ
り
沿
線
の
浜
を
俯
瞰
ろ
し
な
が
ら

相　

良　
　
　

茂

俳　句

三
日
間
も
町
は
渋
滞
涅
槃
雪

工　

藤　
　
　

茂

大
雪
に
孤
立
と
な
り
し
村
ひ
と
つ

井　

戸　

房　

枝

春
光
に
基
地
を
囲
ひ
し
鉄
線
柵

雪　

田　

一　

石

立
ち
話
し
つ
い
長
く
な
り
春
近
し

久
保
田　

和
加
子

雪
掻
い
て
掻
い
て
隣
家
を
近
く
せ
る

竹　

本　

と
し
子

冬
涛
の
し
ぶ
き
を
纏
ふ
羅
漢
か
な

川　

村　

丈　

夫

受
験
子
の
頬
赤
ら
め
て
帰
宅
か
な

真　

手　

ス　

エ

眼
鏡
拭
き
夕
刊
見
る
や
草
お
ぼ
ろ

奈　

良　

和　

子

照
う
そ
の
鳴
き
て
は
森
の
夜
明
け
か
な

橋　

本　

フ　

ミ

三
才
児
雪
山
登
り
尻
す
べ
り

菊　

池　

美　

枝

川　柳

音
を
立
て
て
崩
れ
る
心
に
鍵
を
か
け

出　

崎　

陽　

子

我
が
胸
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
水
を
や
る

織　

田　

澄　

香

担
が
れ
た
振
り
し
て
ピ
エ
ロ
演
じ
き
る

渡　

邊　

寂　

隆

ピ
ン
ポ
ー
ン
嘘
を
つ
け
な
い
顔
で
あ
る

高　

橋　
　
　

樟

２
月
25
日
号
掲
載
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

鱈
汁
の
目
玉
親
子
に
一
つ
づ
つ

井
手
上　

省　

子

訂
正
し
て
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

て
り

ね
は
ん

下北文化会館・大ホール 5 月の催し物案内

【下北文化会館主催事業】大ホール開放Day
　4月 26日（土）～5月 6日（火） …………… 《1時間2,000円 》
  9:00～ 17:00
　ピアノ、歌、ダンス、吹奏楽等さまざまな用途でご利用頂けます。
　設備…コンサートグランドピアノ ヤマハＣＦⅢ・音響反射板・椅子
　　　　・譜面台・ワイヤレスマイク・音響設備（録音、再生可）・指揮台

9日（金）18:30〜（18:00開場） ………………………《要整理券》
  劇団わらび座 ミュージカル 「小野小町」
23日（金）18:00〜（17:00開場）  …………………………《無料 》
  青森山田中学高等学校吹奏楽部フレッシュコンサート2014
31日（土）17:00〜（16:30開場）  ………………………《400円 》
  田名部高等学校 吹奏楽委員会 第 45回定期演奏会

〈詳しくは〉
下北文化会館 (22-8411: http://shimobun.com

み
お

・
大
賞（
１
名
）

　
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
３
万
円
分

　
海
峡
サ
ー
モ
ン
詰
合
せ

 

・
む
つ
市
長
賞
、
大
畑
観
光
協
会

長
賞
、
大
畑
商
工
会
会
長
賞
、 

審
査
員
特
別
賞（
各
１
名
）

　
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
１
万
円
分

・
佳
作（
２
名
）

　
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
千
円
分

〈
応
募
規
定
〉

・
Ａ
４
以
上
４
切
ワ
イ
ド
ま
で

・
１
人
２
点
ま
で

・
過
去
の
作
品
で
も
可（
未
発
表
の
も
の
）

〈
応
募
方
法
〉郵
送
ま
た
は
持
参

〈
応
募
締
切
〉９
月
20
日（
土
）

※
応
募
規
定
、
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
９

－

４
４
０
１

む
つ
市
大
畑
町
湊
村
１
６
５

－

８

大
畑
観
光
協
会
(
34

－

３
５
０
０

 

下
北
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

「
下
北
の
農
業
を
も
っ
と
知
り
た

い
、
学
び
た
い
、
体
験
し
た
い
、
そ

し
て
元
気
に
し
た
い
！
」と
い
う
思
い

を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

〈
ど
ん
な
〉

東
通
村
目
名
（
市
内
か
ら
車
で
20
分

程
度
）の
畑
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
の
野
菜
を
栽
培
し
ま
す
。
ま
た
、

農
家
の
畑
や
ハ
ウ
ス
で
農
作
業
体

験
を
し
た
り
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
料
理
教
室
も
行
い
ま
す
。

〈
参
加
費
〉

そ
の
都
度
、
実
費
（
５
百
円
〜
千
円

程
度
）を
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
み
先
〉

下
北
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室

(
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－
２
６
８
５

 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 　
　
　
　

 

講
習
参
加
者
募
集

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

〈
い
つ
〉

　
６
月
３
日（
火
）・
４
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
受
講
料
〉２
千
64
円

〈
定
員
〉10
名

〈
応
募
資
格
〉

現
在
働
い
て
い
る
方
で
ガ
ス
溶
接

の
取
扱
い
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

習
得
し
た
い
方

〈
申
込
締
切
〉５
月
14
日（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 

(
24
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１
２
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２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号



( 2 4 )( 2 5 )

都市計画用途地域の変更素案説明会開催
　市では、むつ南バイパス起点箇所における道の駅建設のための用途地域の変更を検討しています。次のとおり都市

計画変更素案について説明会を開催します。

〈いつ〉5月 14日（水）午後6時 30分〜

〈どこで〉市本庁舎大会議室Ａ

〈変更箇所〉図の太線内

〈変更の概要〉

　第一種低層住居専用地域を第一種住居地域へ変更

　（変更面積約1.5ヘクタール）

〈問合せ先〉
市都市政策課都市計画担当

( 22-1111内線 2743
: http://www.city.mutsu.lg.jp/

柳町四丁目

柳町三丁目

第一田名部小学校

用途地域変更箇所

Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  ～時間はいずれも午前10時から11時 30分まで～

Let 's 国 際 交 流  ～国際交流推進員 山道エイミーからのお知らせ～

〈いつ・どこで〉

  5 月      8 日（木）・市中央公民館

  5 月 14 日（水）・市役所本庁舎

  5 月 20 日（火）・市立図書館

  5 月 26 日（月）・市中央公民館

　ワンポイント・アメリカン・英語

In the doghouse

In the doghouse、直訳すると「犬小屋にいる」という意味ですが、「面目を失って、または嫌われている」と

いう意味で使うアメリカン英語です。特に家庭内のケンカのとき、怒られて家の中に戻れなくなり、しばら

く犬小屋で過ごす状況を表します。ピーターパンの物語に父親が犬小屋に入り込んだことからきた表現だと

いう説があります。Dog を使う英語の表現が他にもたくさんありますので、ぜひ勉強してみてください！

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ～』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりし

てみませんか？　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流推進員の山道エイミー〈Amy 

Yamamichi〉）に日本語でも英語でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。お好きな時間

だけで構いません。複数のお客様がいらっしゃったときは、みなさんで一緒に会話をする形式にな

りますのでご了承ください。

〈問合せ先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

中央公民館からの
　　　　お知らせ
(24-1224

◆脇野沢 牛ノ首岬の四季！

〈テーマ〉 

　自然・四季を通して牛ノ首岬の自然生態系を学ぶ

〈い　つ〉5月 20日、7月 29日、10月 28日、2月 3日

　　　　 いずれも火曜日 午前10時〜正午

〈どこで〉 脇野沢牛ノ首農村公園

〈講　師〉 松岡 史朗 氏

〈教材費・定員〉 無料・20名

〈準備するもの〉 寒くない服装、筆記用具、昼食

市民大学ゼミナール受講生募集
5月 7日（水）午前8時 30分から受付開始　お申し込みはお電話で！

２０１４年４月２５日号２０１４年４月２５日号

ある日、どこかで… 

3 月 27 日（木）　弘前大学北日本新エネルギー研究所と協定締結

　むつ市は国立大学法人弘前大学北日本新エネルギー研究所（青森市：岡村洋文所長）と連携・協力に関する協定締結を

結びました。

　この協定は、人的知的資源の交流を図り地域の発展に資するために締結するもので、再生可能エネルギーの資源調査

や開発など再生可能エネルギー産業の分野において相互に協力し、活力ある個性豊かな地域社会の形成・発展に寄与す

ることを目的としています。

　具体的には、むつ市と風間浦村との境界付近にある燧岳

（ひうちだけ）周辺で、地熱

発電についての研究・調査

の取組を開始し、将来的に

地熱発電所の建設を目指す

ものです。



( 2 6 )

日本観光ポスターコンクール入賞

総人口 61,903 人（－ 427人） 総世帯数 29,270 世帯（－ 62世帯）

むつ地区 48,020人（－ 364人） 川内地区 4,433 人（－ 39人）

大畑地区 7,643 人（－ 20人） 脇野沢地区 1,807 人（－  4 人）

（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 4月1日現在） ※住民基本台帳による ●  編集・発行 むつ市総務政策部市民連携広報課  ( 0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　   info@city.mutsu.lg.jp
:    http://www.city.mutsu.lg.jp
　    https://www.facebook.com/mutsu.city（市公式フェイスブック）
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）

ある日、どこかで… ２０１４年４月２５日号

4 月 8 日（火）　川内小学校新入学児童下校指導

　川内小学校で下校指導が行われました。ぴかぴかのランドセルを背負った１年生は今日が初めての下校です。

　子ども達は、笑顔で元気よくさよならの挨拶をすると、父兄や教職員に付き添われながら、校門をくぐり抜けていき

ました。

　実際に道路を歩きながら、先生に歩道や交差点の歩き方を教わりながら歩く下校指導はとても楽しいようで、終始に

こにこと笑顔で歩いていました。

　「いちねんせいのみなさん、くるまやじてんしゃにきをつけてね！」　「ドライバーのみなさん

は、やさしい運転をお願いします。」

アゲハチョウの夜景

　日本観光振興協会主催の第 62回日本観光ポス

ターコンクールにおいて、むつ市の「アゲハチョウの

夜景」ポスターが入賞しました。

　このコンクールは、昭和22年から行われている

日本唯一の全国レベルで長い歴史のある観光ポス

ターコンクールです。今回は全国から189作品の応

募があり、「アゲハチョウの夜景」は、全国ベスト16

に入賞しました。

　入賞した作品は、日本観光振興協会のホームペー

ジで発表され、情報誌に掲載されたり、東京都内で

展示されるなど、全国へむつ市の「アゲハチョウの

夜景」が発信されます。

　飲食店等でポスターを貼って観光ＰＲにご協力い

ただける方、先着100名様にポスターを差し上げま

す。ご希望の方は、直接お越しいただくか、お電話、

ＦＡＸでお申込みください。

〈お問合せ・申込み先〉
市商工観光課観光振興担当

( 22-1111内線 2647 　23-7960

〈日本観光振興協会ホームページ〉

:http://compe.japandesign.ne.jp/poscon2013/result.html


